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平成 28年 12月度 VCはまゆう定例会 議事録 

 

開催日時： 平成 28年 12月 11日（日）10:00～12:00 

開催場所： サンウェルぬまづ 2階 大会議室 

出席者： VCはまゆう会員 22名、沼津市社協 1名 

司会： 福島 

書記： 石川、大野 

配布資料： 2016年 12月 定例会議題 

次回予定： 平成 29年 1月 8日（日）サンウェルぬまづ 3階 可動間仕切り会議室 

 

（ ）内は報告者、［ ］内は発言者（敬称略） 

1. 各委員会報告 

1.1. 総務（蜂谷） 

・忘年会参加の方お疲れ様でした。 

1.2. 会長（石田） 

・定例会欠席者から連絡がありました。 

・今後の活動予定の出欠名簿回覧、記入してください。 

1.3. 災害対策委員会（渡辺茂樹） 

・定例会後詳しく報告します。 

1.2. 情報委員会（福島） 

・浜岡原子力発電所視察ツアーに参加された方、記事を書いて下されば Facebook 等に掲載

します。よろしくお願いします。 

1.4 会計（杉沢） 

（12月 10日までの 1ヶ月間の会計報告がありました。） 

2. プロジェクトチーム活動報告 

2.1 災害ボランティア本部設置場所、資機材調達検討（石田） 

・定例後詳しく報告します。 

2.2 災害ボランティア本部運営マニュアル見直し、整備（渡辺茂樹） 

・定例後詳しく報告します。 

2.3 防災クイズ 100問作成（田中） 

・一応前回完成しましたが、まだ 2 ヶ所、修正項目があります。皆さんが自由に使えるよう

に準備します。 

3. ボランティア福祉まつり報告（田中） 

・11 月 19 日（土）サンウェルぬまづ 4 階多目的ホールで行われました。災害時のボランテ

ィアコーディネーターの活動内容について説明しました。 

4. 静岡県東部地域災害ボランティア連絡会報告（佐藤正浩） 

・11月 25日（金）沼津市、三島市の社協・行政・ボランティア団体 100名位参加しました。 
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午前中は全体会議で、最近の災害ボランティア関連の取り組みと南海トラフ地震について、

関係団体からの情報提供がありました。午後は 5 グループにわかれてグループディスカッ

ションを実施しました。私のグループでは社協・行政・ボランティア団体が定期的に集ま

って話す必要がある、災害時の名簿の公表については重要なことであるが、取り扱いに気

をつける必要があるということを確認しました。 

各ボランティア団体で何をやっているかの書類（VC はまゆうについては石田会長作成）

がありますので、回覧してください。 

5. VCはまゆう資機材棚卸報告（田中） 

・棚卸にご協力ありがとうございました。資機材一覧をブルーファイルにまとめました。ボ

ラ連の部屋に置いておきます。今から回覧回します。 

6. 浜岡原子力発電所の視察報告（参加者） 

・全体 60 名位、VC はまゆう 16 名参加、バス 2 台で行きました。浜岡原発は東日本大震災

クラスでは守られると感じました。冷却対策について特に真剣に取り組んでいる、強固に

守られた施設だと感じました。見学の最後にアンケートに答えたのですが、その質問に見

学後、まだ不安があるかどうかという項目がありました。私は正直にまだ不安は残ると答

えました。本当に必要かどうか考える機会になりました。ぜひ一度見学をおすすめします。

自治会等でいかがですか。中部電力に 20名以上で申し込みができます。お昼付き、往復バ

ス付きです。［金子］ 

・原子力を平和利用するようになってから、3 回も大きな事故が起きています。想定外、想

定外とは言いますが、福島の例をみても、人が住めない地域ができたということは大変な

こと、絶対にあってはならないことです。見学してみて、安全性・セキュリティを高める

ために一生懸命働いている人達の熱意が、かえってむなしく感じました。［尾沢］ 

・ガイドの方の説明が大変わかりやすかったです。原子力発電の割合は、震災後減ってきて

いますが、代替エネルギーに完全に切り替えた方が良いのではと感じました。原発に携わ

る物や人に莫大な費用がかかっており、それが効果的かどうか疑問に感じました。［杉沢］ 

7. 災害ボランティアコーディネーターの実践力強化セミナー（石田） 

・本日 12月 11日（日）13:30～16:40場所は三島氏生涯学習センター3階です。 

・参加メンバー確認します。（11 名）乗り合いをどうするかは定例会後、参加者集まって話

し合いましょう。 

8. 防災とボランティア週間啓発展（石田） 

・日時 1月 13日（金）10:00～15:00場所は沼津市役所玄関入口です。 

・昨年から開催しています。昨年との違いは起震車体験があるということです。 

・昨年はアンケートの手伝いをしました。今年ははまゆうの PR にもなるので、防災クイズ

を 5問位やろうかと考えています。 

質問：昨年行ったアンケートは何にどう活かされたかお知らせしないといけないではないでしょ

うか。わざわざ寒い中立ち止まってもらうので。［高良］ 

回答・聞いてみます。アンケートの内容覚えている方いますか。 

・備蓄のこと、専門用語（DIG等）を知っているかどうか等です。［福島］ 
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9. 河津町災害ボランティア本部運営訓練、10. 富士市災害ボランティア本部開設訓練（石田） 

・この二つは日程（1月 29日（日））が重なっています。 

富士市の訓練は市・社協・ボランティアの連携が良くとれている総合訓練なので、まだ行

ったことがない方は富士市の方へ参加してください。VC はまゆうの訓練に河津町の方に

も参加していただいたので、富士市の訓練に何度か行っている方は河津町の方へお願いし

ます。スタッフ役は事前準備から参加する必要ありますが、ボランティア役は当日で大丈

夫です。 

・本部役は前日から入って準備します。［田中］ 

・同じスタッフ役でもマッチングの担当は当日朝入りました。［高良］ 

質問：ボランティア役は現地へ直接個人で行って良いですか。［山田修］ 

回答：良いです。はまゆうのベストは来てもらえると PR になります。事前にお持ち帰りくださ

い。［田中］ 

質問：スタッフ役は富士の方と一緒に行動するのですか。［尾沢］ 

回答：そうです。一緒にやります。［田中］ 

11. 災害 VCフォローアップ研修（田中） 

・日時 2月 5日（日）10:00～15:00場所はサンウェルぬまづ大会議室です。養成講座受講者

対象です。内容は災害ボランティアセンター立ち上げ、運営についてです。午前中講演、

午後グループワーク等です。講師は小山町社協の松田様です。小山町は水害と積雪で本部

を立ち上げているので、その時のお話を聞くことができます。 

12. ボランティア研修集会（石田） 

・日時 2 月 12 日（日）10:00～16:45 場所は静岡県立大学です。昨年は東部、今年は中部開

催です。400 人位参加します。災害関係は第 4 分科会でテーマは熊本地震避難所運営につ

いてです。参加申し込み期限は 1月 27日（金）までです。参加費は 1,000円で沼津市ボラ

ンティア連絡協議会から後日補助が出ます。バスが 1 台出ますが、乗れるかはわかりませ

ん。申し込みは個人で行いますが、補助を申請するので、はまゆうで申し込んだ人を集計

します。申し込んだ人は 1 月 8 日（日）定例会までに総務（大野）に連絡してください。

社協事務所に申し込み用紙があります。 

13. その他（石田） 

・助成金 3万円、12月 15日振込予定です。 

・次年度 VC はまゆう組織、役員についてと会則変更についてご意見あれば次回定例会まで

にお願いします。会則についてですが、はまゆうで管理している書類を何年間保存するか

という文章を入れたいと考えています。 

・今年の役員から反省点を聞いてそれを活かしてください。またプロジェクトチームを継続

するなら格上げして委員会にするなど検討してください。［福田］ 

・会則変更についてのご意見は書類でほしいです。［蜂谷］ 

 

質問：4 日の防災訓練で自分の地区の避難所の小学校の教室を見ましたが、訓練に参加した人の

中に高齢者の車いすの人はいなかったです。NHKラジオで避難所についての特集をやって

いました。そこで車いすの人は通勤時間に満員電車に乗ってこれないのと同じように、避
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難所に行くのを遠慮してしまうと言っていました。でも災害時にそういうことを言ってい

て良いのでしょうか。沼津市と VCはまゆうの見解を教えてほしいです。［尾沢］ 

回答・避難所ごとマニュアルがあり、沼津市はそれを調整している段階です。沼津市は避難所ご

とのそのような個別の問題を把握していないと思います。［蜂谷］ 

・要支援者名簿はありますが、事前に準備はなかなか難しいです。車いすの人自身、家族が

まず第一に考えてほしいです。［金子］ 

・要支援者名簿は自治会で預かっていますが公表できません。今回の防災訓練で私どもの自

治会では、そういう名簿があります、非常時に使いますよと皆さんに言いました。［福田］ 

・自宅が一番の避難所になるように準備が必要だと思います。［佐藤正浩］ 

・私どもの自治会が避難する避難所は学校の計画書で車いすの方向けのスペースを確保して

いるとありました。学校に問い合わせしてみたら何かわかるかもしれません。また、要支

援署名簿については任意の登録なので、実際に支援が必要な人はかなり多い人数になるの

ではと思います。［大野］ 

・避難所運営マニュアル作ってきちっとやる必要があります。VC は自治会から派遣要請が

あればそのお手伝いをする立場だと思います。［厚見］ 

・市、社協、自治会のコミュニケーションが必要です。［福田］ 

・そこに VCの関わりを考える必要があります。［佐藤正浩］ 

 

・一度このあたりで区切ります。次回の定例会 1 月 8 日（日）になります。総会の日程は 4

月 2 日（日）です。自治会の総会等と重なる方がいらっしゃるので、開催時間は午後の

13:30~15:30にしたいと思います。［石田］ 

 

定例会終了後 

1. 災害ボランティア本部運営マニュアルプロジェクトまとめ発表（渡辺茂樹） 

・前回までの検討会の結果をまとめました。スクリーンに映します。確認してください。 

質問：マニュアルの構成団体の組織図のところ、一番上を社協にしてください。［蜂谷］ 

回答：わかりました。 

2. 災害ボランティア本部設置場所プロジェクト報告（石田） 

・設置場所についてマニュアルに入れました。確認してください。 

 

社協福田様より 

・来年 2、3月位には検討ができるのではと思います。 

 

以 上 

 


